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2. はじめに 
履歴取得には PC、接続ケーブル MicroB、各種ソフトウェアのインストールが必要です。 
注）登録されていないカードは履歴に反映されません。 

・PC を別途ご用意ください。 
・接続ケーブル MicroB（Micro USB※データ転送可製品を要選定）を別途ご用意ください。 
 ※充電専用ケーブル（データ転送不可）はご使用になれません。 

・各種ソフトウェアをドルマカバジャパンのホームページからダウンロードをお願いします。 
 ※2016 年 11 月 1 日に日本カバ㈱からドルマカバジャパン㈱に社名変更致しました。 

 ダウンロードファイル：「KabadriveTools_V1.08.zip」ファイル 
 
 対応 OS 
「Windows XP、Windows 7、Windows8、Windows10」の対応 
（32-bit ＆ 64-bit） ※OS、bit の確認はコントロールパネル→システムを参照ください。 

 

 
3. ソフトウェアの各種インストール 

KabadriveTools V1.08 zip ファイルを解凍し、任意のローカルフォルダに保存ください。 
以下の写真の通り、フォルダ内が 5 構成で展開されているか確認ください。 
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Step 1  vc_runtime（実行に必要なプログラム）をインストールします。 
→ vc_runtime →vcredist_×64（64bit）、vcredist_×86（32bit） 
※該当 bit 値を確認の上、クリックください。 

 
以下の画面の通り、インストールを実行してください。 

 
 
セットアップ完了です。 
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Step 2  Driver（ポート設定ドライバー）のインストール 
CH341SER をクリックしてください。 

 
  

クリックすると、以下画面が現れますので INSTALL をクリックし、インストールしてください。 

 

 
セットアップ完了です（OK をクリック）。 
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Step 3 Kaba drive software（履歴管理ソフト）設定 （インストール不要） 

 
PC と Kaba drive バックドライブを MicroB（データ転送可）ケーブルにて接続します。 

     
COM ポートの設定を行います。 
COM ポート番号は「デバイスマネージャー」のポート(COM と LPT)を確認します。  
 ※例： USB-SERIAL CH340 (COM9)  
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COM9 を選択し、Open をクリックしてください。 
デバイスマネージャーに表記された COM 番号（添付では COM9）をソフト上で選択します。 

 
 
 
以下の通り、COM9 Open Success!と表記されましたら通信接続完了。 
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Step 4 時刻の設定 
Time の「Get」をクリックし、バックドライブの時刻を入手します。 
時刻がずれている場合は時刻調整を行います。 

 
 
「Sync」をクリックし、PC 時刻と同期を行います。「Set」をクリックし、バックドライブへ時刻を送信します。 
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Step 5 履歴の取得 
※未登録のエラーおよびダブル認証モード時の履歴は表記されません。 

Operation の「GetRecord」をクリックすると履歴が表記され、ソフトウェアが保存されているフォルダに自動でテキスト

ファイルが生成されます。 

 
 

  履歴表記の ID を ID ナンバー管理台帳（取扱説明書 P.47 参照）と照らし合わせ、個人を特定してください。 

   
   

   

ダブル認証モード：ON 
ダブル認証モード：ON 
ダブル認証履歴：PIN コードのみ 

カード認証履履歴：管理 ID 

リモコン認証履歴：管理 ID 

バックドライブ開閉ボタン解錠履歴 
PIN コード認証履履歴：管理 ID、マスター 
ユーザーPIN コード登録：ID5 
ユーザーカード登録：ID6 
PIN コード認証履履歴：管理 ID、マスター 
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テキストファイルをメモ帳（Notepad）で開く、又は CSV に貼り付け、加工することも可能です。 

 

   
 

  例：CSV 貼り付け 
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  Step 6  ユーザーデータのバックアップ 
  Operation の「GetUserData」をクリックするとソフトウェアが保存されているフォルダに自動でバックアップファイル 

  （拡張子.dat）が生成されます。※閲覧、加工不可 

   
 

  生成されたバックファイルを大切に保管ください。 

  機器故障時の復旧、他ゲートへの同データの複製に使用する事が可能です。 
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  Step 7  ユーザーデータの復旧 
  「PIN Code:」の入力フィールドに現在のマスターピンコードを入力し、 

  Operation の「SetUserData」をクリックするとバックアップファイルが保管されているフォルダにアクセスします。 

  ※機器の入れ替え、複数ゲートへの同ユーザーデータ複製登録に便利な機能です。 

   
  複製登録、復元したいバックファイル（.dat）を開いてデータセットを行います。 

   
 

    以上 


